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１．はじめに 

2016 年 10 月 21 日 14 時 07 分頃，鳥取県中部を震源とする Mj6.6 の地震が発生した（以下，鳥取県中部の

地震）．震源に近い鳥取県倉吉市，湯梨浜町，北栄町で震度 6 弱を観測した．余震分布や発震機構解より，北

北西－南南東方向に延びる左横ずれ断層と考えられている 1)．我が国における内陸地殻内地震の危険性は依然

として高く，内陸地殻内地震の震源メカニズムの解明は重要課題である．本稿では経験的グリーン関数法を用

いたフォワードモデリング 2)により震源モデルを構築したので，その結果を報告する． 

２．鳥取県中部の地震の概要 

図-1 に鳥取県中部の地震の震央，F-net3)のメカニズ

ム解，および 24 時間以内に発生した余震分布を示す．

震源深さは 11km である．余震分布は北北西－南南東

に伸びており，この付近に起震断層があったと考え

られる．震源近傍の K-NET 倉吉（TTR005）4)では 1G

を超える最大加速度の地震動が観測されている． 

３．震源のモデル化 

波形インバージョン解析による震源破壊過程が久

保・他 4)により示されている．震源の周辺に大きなす

べり領域が評価されている．また，その北側にも面

積およびすべり量は小さいものの，周辺に比べすべ

り量が大きい領域が評価されている．二つのすべり

領域が評価されているものの，比較的単純な破壊過

程であったと考えられることから，震源周辺に 1 つ

の強震動生成域（以下，SMGA）を持つ震源モデルを

構築する． 

断層面の位置や走向，傾斜は久保・他のモデルと同じ

とした．図-1 に断層面の地表トレースを示す．経験的

グリーン関数イベントには，地震発生直前の 10 月 21

日 12 時 12 分頃に発生した Mj4.2 の地震を使用した（以

下，要素地震）．要素地震の震央および F-net のメカニ

ズム解を図-1 に示す．要素地震と鳥取県中部の地震の

震央とメカニズム解はほぼ等しい．要素地震の震源パラ

メータは KiK-net 観測点（TTRH07，TTRH03，OKYH09，

OKYH11）の地中観測記録を用い，三宅・他の方法 5)

に従い本震と要素地震のスペクトル比から算出した．

SMGA のライズタイムは 0.6 秒，基盤のせん断波速度と

 
図-1 2016 年鳥取県中部の地震（Mj6.6）の震央，余震の震

央分布，および観測波形と合成波形の比較を行う地

震観測地点 

 
図-2 2016 年鳥取県中部の地震の震源モデル 
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破壊伝播速度はそれぞれ 3.5km/s と 2.7km/s とした． 

合成波形と観測波形の一致度は前述の 4 地点の

KiK-net の地中観測記録で評価した．地中観測記録を対

象としたことから地震時の非線形性は考慮しない． 

図-2 に設定した震源モデルを示す．SMGA のサイズ

は 34.56km2（4.8km×7.2km）で震源の周辺に配置した．

破壊開始点は SMGA の下部に配置した． 

図-3 に 4 地点の KiK-net 観測地点における観測記録

と合成結果の時刻歴波形を比較して示す（NS 成分）． 

震源に最も近い TTRH07 の観測波形には断層破壊の

指向性効果によると考えられるパルス状の波形が見ら

れるが，合成波形はそれを再現できている．その他は

やや離れた観測点のため振幅は小さいが，時刻歴波形

の包絡形状や継続時間はうまく再現できている．一方，

TTRH07 では最大振幅を大きめに評価しており，震源

モデルは改善の必要性が考えられる．また，TTRH07

の観測波形には主要動の後に 3 秒程度後続波が観測さ

れているが合成結果ではそれが再現できていない． 

この現象を確認する目的で，震源近傍の K-NET 観測

地点（TTR005，OKY015）のシミュレーションを行っ

た．図-4 に観測記録と合成結果との比較を示す．地盤

の非線形性を考慮していないため時刻歴波形の包絡形

状と継続時間のみを比較する．TTR005 の観測記録で

は主要動が 5 秒程度継続するのに対して合成結果の主

要動の継続時間は短い．同様の傾向は OKY015 でも見

られる．前述のように久保・他のインバージョン結果

では大きなすべり領域の北側に小さなすべり領域が確

認されるが，本モデルでは小さいすべり領域を考慮し

ていない可能性が考えられる． 

４．まとめ 

2016 年鳥取県中部の地震の震源モデルを構築した．

今後，TTRH07，TTR005 の観測波形を分析するととも

に，震源モデルの精度向上を行う予定である． 
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図-3 観測波形と合成波形の比較（KiK-net） 

 
図-4 観測波形と合成波形の比較（K-NET） 
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